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2024年（令和６年）6月 2 0日
●＜ろん・ぽわん＞クレソン 了

●図書館を離れて（第６１回）

　―好奇心のままに―

　春先に花が咲いたイタリアンパセリを放置して

いたら、やがて種を付けていた。きっと去年の秋

にも同じようにそんな種がこぼれて実生が育った

のだろう。形がいいので、穂先を切って瓶に差し

たら案外可愛らしい。

　眺めていて思い出したのは、フランス中部オー

ブラックのライヨール地方のオーベルジュ＜ミ

シェル・ブラス＞のロゴマーク。シストルという

地元原産のハーブを象
かたど

っている。イタリアンパセ

リの穂の形とは違うが、雰囲気は似通っている。

　ライヨール（ラギヨールと発音する人もいる）は、

中世以来のチーズの産地としても知られているが、

何と言っても刃物やカトラリーの製造で名高い。そ

して天才料理人ミシェル・ブラスの本拠地でもある。

レストランのカトラリーはすべてライヨール産。

　辻静雄の半生を描いた名作『美味礼賛』（海老沢

泰久著／文春文庫／ 1994 年）に「二ツ星だったレ

ストランが一ツ星に落ちたのを悲観して、ピスト

ル自殺をした主人」についての一節が登場する（170

頁）が、これは実在した三ツ星シェフ、ベルナー

ル ･ ロワゾーであろうと思われる。ロワゾーはブ

ルゴーニュのソーリュウにレストラン、ラ・コート・

ドールを開き、1991 年に三ツ星を獲得した天才料

理人である。幾人もの日本人がロワゾーに師事し、

その薫陶を受けている。

　『シェフ』（ゴーティエ・バティステッラ／田中

裕子訳／東京創元社／ 2023 年）はミシュラン・レ

ストラン・ガイドの編集部員だった作者が小説家

に転身して３作目。ここでも三ツ星シェフ、ベル

ナール ･ロワゾーがモデルとされる人物、ポール・

ルノワールが主人公の小説だ。やはり主人公が三

ツ星陥落を危惧して自死する顛末になってる。ミ

シュラン三ツ星選考の帰趨は料理人の人生を決す

る一大事なのだろう。数々の文学賞を受賞し、フ

ランス本国では大きな反響があったようだ。

　北海道のザ・ウィンザーホテル洞爺リゾート &

スパを会場として洞爺湖サミット（第 34回主要国

首脳会議／ 2008 年 7 月 7日から 7月 9日）が行わ

れ、そのレストラン・ミシェル・ブラス・トーヤジャ

ポン（2002 年に初の海外支店として出店）が各国

首脳の昼餐の場となった。（契約満了で2020年閉店）

　ミシェル・ブラスのレストランでは、前菜とし

て必ずガルグイユー（gargouillou）が供される。

その土地でその日の朝採った数十種類のハーブと

野菜を組み合わせたサラダであるが、味のみなら

ず見事な彩りに客はうっとりするらしい。

　だが、息子のセバスチアンに譲ったオーブラック

のオーベルジュレストラン＜ブラス・スーケ＞は、

1999 年に獲得して以来維持してきたミシュランの

三ツ星を 2018 年に返上すると宣言した。ガストロ

ノミー（高級美食料理）業界の厳しさと、維持し続

ける重圧から解放されたいためなのか。（埜村 太郎）
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シンデレラの名まえ

　「いいとよい」について調べている時に偶然みつ

けたのが「おおかみと７ひきのこやぎ」。わき道に

それて、それを調べている最中にも、目の端には

もう「シンド
4

レラ」やら「シンダ
4

レラ」やら面白

そうな名まえがちらついていた。現代の目から見

れば、明治期の翻訳物におかしい点や面白い点が

あるのは当たりまえで、いちいち取り上げていた

ら切りがないとは思っても、ついつい好奇心に駆

られてしまう。

　とはいえこうした好奇心に、いささかの後ろめた

さを感じるのは、＜これまでの研究ではどういうわ

けか「丸髷を結ったお姫様」風のシンデレラのほう

のみに好奇のまなざしがむけられて＞きたが、＜西

洋文学の受容史研究という観点にたてば、それは重

大な欠陥というほかはないだろう＞（＊１）という

批判めいた文章に出くわしていたからである。確か

に、明治期の翻訳者や画家が苦心して、西洋の文物

を日本人にもわかるように努力したものを、後世の

人間がとやかく言って笑うなど我ながら“けしから

ん”と思う。でも面白いものは面白いのだ。調査と

か研究とか高尚な目的があるわけではない、興味の

赴くまま、明治期の「シンデレラ」がどんな名まえ

だったか、併せて「ガラスの靴」はどのように表現

されているかを見てゆきたい。

　「シンデレラ」は世界中に類話が存在する昔話だ

が、今日の日本で最も流布しているのはディズニー

映画の「シンデレラ」だと、＜調べたわけではあり

ませんが、確信を持って言えます＞（＊２）と、横川

寿美子は断言する。ディズニーはペロー童話の「サ

ンドリヨン」を原作としていることもあり、多くの

日本人が、“舞踏会用の衣服や馬車をシンデレラに

用意してくれる場面”で登場するのは妖精（魔法使

い）という、ペローの物語を思い浮かべるだろう。

グリムの“母の墓の前で鳩（白い鳥）が用意してく

れる”という話の方を思い浮かべる人が、そう多く

いるとは思えない。ところが今回確認できた明治期

の「シンデレラ」8点では、妖精・仙女・女神など

ペローのタイプも、鳩・白い鳥が出てくるタイプも

あまり数は違わなかった。確かにディズニーの影響

力は大きかったと言えるだろう。

　ペローの「サンドリヨン」も、その英訳「シン

デレラ」も、ドイツ語の「アシェンプテル」も、「灰

まみれの女の子」「灰かぶり」というような意味合

いだが、その辺りは明治期にもかなり意識されて

いる。

　1887（明治 20）年『西洋古事神仙叢話』所収の

「シンデレラの奇縁」は＜“シンデレラ”即ちおすゝ

と呼びける＞とあり、シンデレラではなく「おすゝ」

という名で話は展開する。「お煤
すす

」ということだろ

う。靴は＜金銀で飾った踏舞履＞でガラスではな

い。踏舞履には「おどりぐつ」というルビがあった。

　1891 年『幼年雑誌』に所載されたのは「清き貴

女」。名は＜シンドラー（シンドラ）＞。靴は＜瑠

璃の靴＞。「瑠璃」には「ガラス」とルビが振られ

ている。

　1891 年『西洋妖怪奇談』の「シンドレラ嬢奇談」

には＜訳者は仮に「欠皿」と名く＞という記載が

あり、「かけざら」とルビがある。最初は＜欠皿＞

の名で、姉たちがシンドレラ（「灰燼の義」という

訳者註あり）というあだ名を下した後は、＜シン

ドレラ＞で話は進んでゆく。仮の名とあだ名だけ

の主人公なのだ。訳者は姉たちにも＜紅皿と菊皿

＞という仮の名をつけている。靴は＜金の靴＞。

　1896 年『西洋仙郷奇談』所収「燻娘」は＜燻

娘＞が主人公の名まえ。「ふすぼり」とルビがある。

「燻」は「ふすぼ（ぶ）・る」とも読み、意味は「く

すぶる」と同じ――、おそらく Cinderella という

原名を意識したのだろう。靴は＜玻
は り

璃の上履き＞

で、「ガラスのスリッパー」とルビが振られていた。

　1899 年『少年世界』所載の「踊靴」も名まえが

無い。仮の名も、あだ名も一切出てこず、＜娘は

…＞＜「これ娘…」＞のように、「娘」という普通

名詞のみで物語は進行する。舞台がイギリスと特

―好奇心のままに ―

図書館を離れて（第６１回）

並木 せつ子
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うっかり引き込まれてしまうことがある。これは、

20 年以上前、出勤途上にあった自動販売機（以下

自販機）にまつわる、私自身の好奇心の顛末である。

それは自宅近くの踏切そばにある２台の自販機で、

元々は角店のタバコ屋だった。普段使ったことの

ないこの自販機、――その朝はふと飲み物を買お

う思いつき、まずお金を投入した。すると、いき

なり明るい声で「おはようございます」と挨拶す

るではないか。そしてペットボトルとおつりが出

ると「ありがとうございました。おつりをお忘れ

なく」と言う。“余計なお世話”と思いつつ立ち去

ろうとしたら、さらに明るい声で「いってらっしゃ

い！」。煩わしいと思いながら考えた。夜になった

らなんと言うのだろう？　

　その夜の帰宅途中、私はほしくもない飲み物を

購入するため、あの自販機の前にいた。「こんばん

は」という夜用の挨拶になっているのを確認する

と、お決まりの「ありがとうございました。おつ

りをお忘れなく」があり、さらに「お疲れ様でし

た」とまで言ってもらったのである。――ならば、

昼だって確認したいではないか。この自販機は通

勤途上にあるので昼間はなかなか使う機会がない。

Ｄ社の自販機だったから、あちこちにあることは

あるが、ここまでくると“やはりあの自販機で”

という妙なこだわりが芽生えていた。やがて昼に

買う機会を得て確認。昼用の「こんにちは、冷た

いお飲み物はいかがですか」という挨拶、さらに

「午後もがんばってください」と励まされた。時間

によってちゃんと変わっていたのだ。ならば朝か

ら昼、昼から夜は、いつのタイミングで変わるのか、

夜中はどうなっているかと新たな疑問はわいてく

るものの、そこまで確認する根性もなく、労われ

励まされたことに満足して、私の自販機問題は一

段落 (いちだんらく )したのだった。

　ところが数年後、またＤ社の自販機と関わるこ

とになる。自転車に乗って出かけた先で――暑い

日だったので飲み物を買おうとすると、そこにあっ

たのは偶然Ｄ社の自販機だった。投入口にお金を

入れたとたん男性の声で「こんにちは～（関西弁

のイントネーション）」という挨拶。ペットボトル

を取り出すと「おおきに～」。これにはびっくりだ。

定されていて＜昔し英国のとある町に……＞と始

まるのも、他にはない特徴だ。靴は＜硝子の踊靴

＞で、硝子のルビは「びいどろ」。

　1900 年、坪内雄藏（逍遥）著『國語讀本　高等

小学校用』に載っているのは「おしん物語」。お

しんという名はシンデレラの音からの発想か？　

灰かぶりの意味は考慮されていない。おしんは粗

末な着物で下女のように働かされるが、園遊会の

日＜一尺ほどの小さな弁天様＞が現れ、着物や帯、

馬車を用意してくれた。門限は＜夕方の六時＞、

夜中の 12 時にしなかったのは教科書だからこその

配慮かもしれない。置き忘れるのは靴ではなく＜

波に白菊の模様＞の扇だった。

　1909 年『家庭お伽噺』所収の「真珠姫」、名ま

えはタイトルと同じだが、なぜ真珠なのかは不明。

下女のように扱われても、汚い仕事着を着ていて

も＜真珠姫＞、灰かぶりからは遠い名まえ名まえ

だ。靴は金の上靴。

　1909 年『世界新おとぎ』所収の「出世の靴」で

は、名は＜シンドレラ＞、姉たちから下されたあ

だ名は台所姫。物語はシンドレラという名で進む。

靴は＜玻
は り

璃の上靴＞（玻璃はガラスの意）と＜絹

で作った長い足袋＞。“黒の裾模様、黄色い銘仙の

着物”なども出てくる“和洋折衷度”の高い作品だ。

　現物確認できなかったものに、1886 年「新貞羅」、

1909 年「シンダレラ」、1909 年「モエガラ娘の話」

などがある。明治期の「シンデレラ」は名まえだ

けでも多彩だった。さし絵のある作品は少ないが、

「清き貴女」、「踊靴」、「出世の靴」には、今見ても

あまり違和感のないシンデレラが描かれていた。

「燻娘」「おしん物語」のさし絵は日本髪に着物姿で、

現代から見れば違和感はあるが、読者にとって身

近に感じられるという利点もある。教訓を伝える

という目的のためには効果的だったかもしれない。

参考資料：（＊ 1）『児童文学翻訳作品総覧３』ナダ出

版センター／ 2005 年　（＊ 2）『シンデレラの多様な世

界を楽しもう』大阪国際児童文学振興財団／ 2022 年

しゃべる自動販売機

　日常生活の中にも好奇心の種は潜んでいる。他

の人から見ればつまらないことであっても、つい



4

そのあとＤ社の自販機を何か所か試してみたが、

関西弁の自販機はそこだけだった。ずっと後にそ

こを通りかかったときには、無言の自販機になっ

ていた。踏切のそばにあったあの明るい声の自販

機も、最近試してみたら無言だった。最初は煩わ

しいと思ったのに、この寂しさは何だろう。それ

にしても、Ｄ社は私の好奇心のおかげで、この時

期の売り上げを随分伸ばしたはずである。

　遅ればせながら、この度Ｄ社のホームページ

を確認してみた。500 ㎖のペットボトル対応自販

機が始まったのは 1997 年、「おしゃべり自販機」

が 2000 年、「おしゃべり自販機関西弁登場」は

2003 年だった。また「おしゃべり自販機」は関

西弁だけではなく、北海道・津軽・盛岡・仙台・

ふくしま・名古屋……など各地の方言版があると

いうことも初めて知った（九州や四国方面が多い

ようだ）。別の資料（＊ 1）によれば、2010 年にＫ

社の「名古屋ことば自動販売機」が設置されたと

か。＜河村たかし市長と中部地方人気タレントの

「名古屋弁」による音声メッセージが流れる＞の

だという。ならば埼玉弁で「好きな飲み物のボタ

ンをおっぺしてみぃ
4 4 4 4 4 4 4

」「また来やっせ～
4 4 4 4 4 4 4

」としゃ

べる、地味な自販機があってもよさそうなもの

だ。

　現在日本は世界でも有数の「自動販売機大国」

のようだ。日本の自販機は明治中期に始まり、切

手はがき、入場券、菓子、タバコなど一部で使用

されたものの、本格的な普及は 1950（昭和 25）年

以降だった。中でも飲料の自販機はとりわけ成長

目覚ましく、始まりは 1957（昭和 32）年、「噴水

式の10円ジュース」だった。このカップ式のジュー

スは、その後に続く瓶コーラ自販機や、コーヒー

の自販機とともに、日本の飲料史の新たなページ

を開いたといっても過言ではない。戦前の日本人

にとって、ジュース、コーラ、コーヒーは、決し

て身近な飲み物ではなかったからだ。

　“しゃべる自販機”は、「噴水式 10 円ジュース」

を開発した星崎電機が、1960 年「テープレコーダー

内臓の音声付き機械」を少数製造したが、＜工場

長が「毎度ありがとうございます」という声を吹

き込んだんだけど、まあ、汚い声で、発音は悪いし、

使っているうちにテープは徐々にずれてくるし＞

（＊ 2）という具合で普及には至らなかった。

　それから 10 年余り後、『国際商業』（1973 年 6

月号）に掲載された「機械がしゃべると人間らし

くなるのか？」という記事に、当時の“しゃべる

自販機”の例が紹介されている。

　＜「ちょっと待った！　100 円たしかにもらっ

たよ。ペンペンペンペーン（三味線の音）待てば

あ出てくるハンバァガー……」／お金を入れると

突然ナニワ節をうなり出すハンバーガーの自販機

がある＞と紹介されている。温めるのにかかる 30

秒間、客をいらだたせないようにするため考えら

れた工夫だという。

　＜「ご当地ビールはナニ？　サントリー」／「ド

ウモ、ドモ、アリガトウ」……＞と大橋巨泉がしゃ

べるのは＜自販機そのものを宣伝媒体として利用

しようという…＞自販機。

　当時の人気テレビマンガのヒーロー「アストロ

ジンガー」が＜お金を入れると、目、胸のマーク

が光りはじめ、首をふりながら子どもに話しかけ

る＞という玩具の自販機に至っては“自販機”の

範疇を越えているような気もする。これらは当誌

が発行された 1973 年ころの状況で、自販機が人間

らしさを目指していたと言えなくもない。

　1979 年の秋に＜より便利な、より親切なそし

てより人間らしい自販機の理想を目指す開発研究

の中から１つのアイデアを具体化したもの＞とし

て「しゃべる自販機（トーキングダベンダ）」が自

販機ショーに出展された（『自動化技術』12（6）

1980年）。こうした変遷を経て1980年代以降“しゃ

べる自販機”は広く普及していった。その後も冷

熱対応、カード対応、電子マネー対応、省エネ対応、

災害対応など、自販機は「進化」し続けているら

しい。

　その「進化」の一つかもしれない、しゃべる販

売機よりはずっと後のことだ。ＪＲの駅やホーム

で液晶画面に飲み物が表示される自販機が登場し

た。前に立つだけで、その人の年齢やその他諸々

を判断して、その人にふさわしい飲み物を画面に

表示する――液晶画面上の該当飲料に「あなたに

オススメ」と表示し、その商品だけ□で囲むとい
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うもの。これも余計なお世話とは思ったが、買う

気の無い人にも「あなたにオススメ」の商品を表

示するのがよいところ。またもや、この液晶タイ

プ自販機を見るたび、前に立つようになっていた。

“今日は何を勧めてくれるかな”と毎回楽しみに

して立つのに、いつも「緑茶」か「水」、たまに

「コーンスープ」なのだ。「オレンジジュース」や

「コーヒー」は勧めない。その後も、かたくなに

お茶や水を勧める自販機の前に立ち続けたが、ど

のくらい経った頃だったか、前に立っても反応し

なくなってしまった。それからは何度試しても同

様だった。

　もしかして自販機が「この人は前に立つだけで

買わない人」と学習してしまったのだろうか、と

思っているうちに新型コロナ感染症の流行で実験

は中断。3 年後明けてみれば、その液晶タイプの

自販機そのものが減っていた。たまに見かけて前

に立っても人によって反応を変えるようなことは

しない。ＪＲの方針であの機能そのものが廃止さ

れたのか、自販機が今も根に持っていて反応して

くれないのか、それは定かではない。

参考資料：＊ 1『自動販売機；世界に誇る普及と技術』

日本食糧新聞社／ 2012 年　＊ 2『自動販売機：マシン

時代の道化師たち』INAX ／ 1988 年　『自動販売機の文

化史』鷲津力著／集英社／ 2003 年

（なみき せつこ）

https://www.yamakawa.co.jp/product/59138
https://www.yamakawa.co.jp/product/59138
https://www.minervashobo.co.jp/book/b645467.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b645467.html
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関東大震災から100年　どうのりこえた？
日本の過去の自然災害の歴
史を知って、今後の災害対策
につなげるシリーズ。巻ごとに代
表的な災害を年代順に構成。巻頭
では災害のキーワードなど基本知
識を解説します。

小学校中学年～中学生

●揃定価：揃本体12,800円＋税　●全4巻
●A4変型判（29x22㎝）／各48頁
●ISBN978-4-265-11121-3

山賀 進・監修
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